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○

　本研究は、近年日本各地で患者が発生しているSFTSについて、道内の浸淫状況を把握す
るなど、患者発生等のリスク予測に有用な研究課題であり、道として取り組む必要性が高
い。

説　　　明

適・否
　本課題は、近年国内各地で患者が発生しているSFTSの、道内における浸淫状
況を把握するもので、重要かつ必須な情報となる。道民の健康維持のためにも
優先的に取り組む必要がある。

自己評価

総合評価

成果の活用策（活用の可能性）○

評価結果

平成29年度

外部評価

　・　エゾシカ捕獲者及び食肉処理従事者等をはじめとする道民への安全対策に、北海道の研究機関が取り組む必
　　要性がある。
　・　北海道におけるSFTSの発生予防及び蔓延防止を図る必要性がある。

　エゾシカにおける抗SFTSV抗体、SFTSV遺伝子保有状況調査

  エゾシカにおける抗SFTSV抗体、SFTSV遺伝子保有状況調査、データの解析

適・否Ａ・Ｂ・Ｃ

Ａ・Ｂ・Ｃ

選定結果

同 上

平成30年度以降

　・　エゾシカからのSFTSV検出により、道民に注意喚起や予防対策等の重要な知見の提供が可能となるととも
　　に、地域の保健所や医療関係者へ重点的に情報提供することにより、患者発生時の迅速な対応が可能となる。
　・　患者発生の前に、各機関との連携強化、検査体制を整備することにより、速やかな原因の究明が可能とな
　　り、蔓延防止対策への有益な情報を得ることが期待される。

主 な 目 標 （項 目）

研究内容

○

道が取り組む必要性

　・　国立感染症研究所は、北海道を含む全国で採取されたマダニからSFTSV遺伝子を検出した。
  ・　SFTSVは、マダニと哺乳動物の間で生活環を形成している。
　・  国内においては、シカ、イノシシ、アライグマ、タヌキ、イヌ等から抗体検出が報告されている。
  ・  「マダニのSFTSV保有率」、「野生動物における抗体保有率」、「患者発生数」には相関があるとされてい
　　る。
　・  エゾシカにおけるSFTSVの抗体、遺伝子保有調査を行うことは、道内におけるウイルスの浸淫状況の把握、
    患者発生等のリスクの予測に有用と考えられる。
　・  国立感染症研究所等と情報交換を行い、ウイルスの全国的な動向と、道内の動向との解析が可能となる。

○ 年次別目標

年 次 等

研究期間 平成２９～３１年度

研究ニーズ（背景、必要性、緊急性）

○ 研究手法（これまでの研究成果・知見の活用、他機関との連携等）

平成２８年度　一般試験研究　事前評価調書

　・　SFTSは、2013年１月に日本で最初の患者が報告されたダニ媒介性の新興ウイルス感染症である。
　・　本疾病に対して、有効なワクチンや治療法は確立されておらず、日本での致命率は約30％である。
　・　シカやイノシシ等の野生動物が、SFTSウイルス（SFTSV）の存続に重要な役割を担っている。
　・　SFTSVを保有するダニが日本の広範囲に存在しており、現在患者報告のない北海道においてのSFTSV浸淫状況
　　を調査することが急務である。

事前４
    野生動物における重症熱性血小板減少症候群ウイルスの保有状況
  に関する研究

  北海道に生息するエゾシカなど野生動物における重症熱性血小板減少症候群（以下SFTS）原因ウイ
ルスの保有状況を調査し、病原性の有無や地域性等のデータを蓄積することを目的とする。

 ・　エゾシカ処理施設や狩猟関係者の協力のもと、エゾシカ検体(血液、肝臓、糞便)を採取する。
 ・　血清を分離し、ELISA法を用いて抗SFTSウイルス抗体を測定する。
 ・　各種材料から核酸を抽出し、PCR法による遺伝子検査を行う。
 ・　検出された遺伝子の塩基配列を決定し、分子疫学的にウイルスの同定、解析を行う。

  感染症法律、北海道感染症予防計画
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